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第１回推進委員会資料 

平成３０年５月２２日 

学校適正配置推進室 

 

秋田市小・中学校配置素案の概要 

 

秋田市小・中学校適正配置推進委員会から提出を受けた「秋田市小・中学校配

置素案(案)」を踏まえ、教育委員会として以下の考え方により「秋田市小・中学

校配置素案」を策定しました。 

 
 

○ 教育委員会策定の学校配置素案のポイント 

 

 

  ・最新の社人研推計のトレンドや市の人口減少対策により期待できる 

政策効果を踏まえ、人口ビジョン目標と社人研推計の２つの児童生徒

数の見込みに基づき学校数の目安(範囲)を設定 

 

・地域ブロックごとの学校数の目安(範囲)は、望ましい学級数である 

１８学級を基準として算出 

 

 

 ＜推進委員会の素案(案)＞ 

  ・社人研推計の2040年児童生徒数を12学級～18学級の人数で割って学校数

の範囲を設定 

       ↓ 

 ＜教委策定の素案＞ 

  ・社人研推計と秋田市人口ビジョン目標の2040年児童生徒数を18学級の人

数で割って学校数の範囲を設定 
 

 

   

社人研 人口ビジョン

18学級 18学級

　 教委の素案は社人研と人口ビジョン
　 の数字で学校数に幅を持たせる

推進委員会の素案(案)は
社人研推計ベースで学校
数に幅を持たせた

12学級 12学級
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７地域ごとの学校数の目安(範囲)の算出状況

(12学級) (18学級) (人口ビ) (社人研)

小学校 9校 5校 ～ 4校 6校 ～ 4校

中学校 3校 3校 ～ 2校 3校 ～ 2校

小学校 6校 4校 ～ 3校 5校 ～ 3校

中学校 5校 3校 ～ 2校 3校 ～ 2校

小学校 5校 3校 ～ 2校 3校 ～ 2校

中学校 4校 2校 ～ 1校 2校 ～ 1校

小学校 6校 4校 ～ 3校 5校 ～ 3校

中学校 3校

小学校 11校 5校 ～ 4校 6校 ～ 4校

中学校 5校 3校 ～ 2校 3校 ～ 2校

小学校 3校

中学校 2校

小学校 1校

中学校 1校

小学校 41校 23校 ～ 18校 27校 ～ 18校

中学校 23校 15校 ～ 11校 15校 ～ 11校

※切り上げ後の数値が同じ場合、*校程度と表記

1校程度
雄和地域

1校程度

1校程度

秋田市合計

1校程度

北部地域

河辺地域
1校程度

1校程度

東部地域

西部地域

南部地域
2校程度2校程度

1校程度

1校程度

地域 2018年
2040年

中央地域

↓推進委素案(案) ↓教委素案

2040年

 

 

学校数の目安(範囲)のイメージ

学校数多い 学校数少ない

　

  ◆社人研12学級 ◆社人研18学級

●人口ビジョン12学級 ●人口ビジョン18学級 

　　　　教委素案ではこの範囲を採用

 


